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増収増益（過去最高）の黒字で出し渋り、会社の経営を揺るがす赤字額でな

いのに大幅減。社員のモチベーションは下がる一方だ。 

賞与引当金 800 億円を計上したのだからその分は出すべきだ。 

コストカットを社員だけに振りかけるな！ 

コロナ禍でも現場社員は、安全・安定輸送の確保、収入を上げる努力をして

いる。会社はこうした頑張りに対して報いるべきだ！ 

東東日日本本ユユニニオオンンはは、、1133 日日にに受受けけたた会会社社回回答答にに対対ししてて「「要要求求にに対対ししててのの低低額額回回答答ででああるるこことと」」「「ココスス

トト削削減減にに対対すするる人人件件費費削削減減のの比比重重がが高高くく、、特特にに夏夏季季手手当当をを含含めめてて賞賞与与削削減減のの比比重重がが大大ききいいこことと」」「「期期末末

手手当当はは生生活活給給でであありり安安定定供供給給をを求求めめてていいるる。。低低額額回回答答はは現現場場組組合合員員のの想想いいととはは大大ききなな乖乖離離ががああるる」」とと

ししてて、、1166 日日にに「「基基準準内内賃賃金金のの 00..88 ヶヶ月月分分」」のの追追加加支支給給をを求求めめるる申申しし入入れれをを提提出出ししてていいまますす。。  

2.2 ヶ月が妥当と言うなら、役員報酬は全額返納するのが当たり前だ！ 

会社は「変革」「チャレンジ」等と言うが、2.2 ヶ月でモチベーションなん

て上がるはずがない。社員の苦労・努力に向き合わない会社に未来はない。 


